
№ 審 査 項 目 提　　　　　　　案　　　　　　　内　　　　　　　容 配点
配点
内訳

係数

1 事業内容への理解度 10 10 2

2 5 1

3 10 2

4 5 1

5
【提案１】事業の対象者をできるだけ多くこの事業に参加させるた
めの手法について、具体的に提案すること。

10 2

6

【提案３】受入事業所の開拓方法について提案すること。また事業
の対象者は、就労経験がないか若しくは浅い者だと考えられる
が、どのような事業所・業務に従事させるのか具体的に提案する
こと。

10 2

7
【提案４】事業の対象者の就労に対する不安を払拭するため、面
談やセミナーでどのような点に配慮して精神面のケアやサポート
をすることが必要と考えるか具体的に提案すること。

5 1

8
【提案５】事業の対象者の就労に必要となるスキルとしてどのよう
なものを想定しているのか。スキルアップのために用意するプログ
ラムの特色や工夫を含めて具体的に提案すること。

10 2

9
【提案６】職場実習において、職場実習生の就労に向けた支援とし
て、どのようなことを最重要と考え、その実現のためにどのような
ことをするのか具体的に提案すること。

10 2

10

【提案７】職場実習において、職場実習生や受入事業所にどのよ
うな問題が発生するか想定し、未然に防ぐ方法を考えているの
か、また問題が発生した場合はどのように対応し、解決していくの
か提案すること。

5 1

11
【提案８】職場実習後に職場実習生を就職につなげていく支援方
法について具体的に提案すること。

10 2

12 事業経費 10 10 2

100

60

【提案３】受入事業所の開拓方法は適切か。また開拓
する事業所や業務は職場実習として適当な内容と
なっているか。[自己運営する場合は適当な内容と
なっているか。]

【提案４】参加者に対するケアやサポート体制は適切
かつ効果的な内容となっているか。

【提案５】スキルアップのための取り組みは適切かつ
効果的な内容となっているか。

【提案６】職場実習における就労支援への取り組みは
適切かつ効果的な内容となっているか。

【提案２】事業の対象者に対する支援体制を充実させるために、ど
のような資質を持った統括責任者やジョブコーチが必要と考えて
いるのか、また、関係機関としてどのような団体等を想定し、どの
ような形で連携をしていくのか具体的に提案すること。

【提案２】統括責任者やジョブコーチとして、質の高い
人材の確保が見込めるか。

 所要経費の積算は妥当か。

合 計

事業実施の実現性

【提案１】参加者の掘り起し手法（ニート等をこの事業
につなげる方策）は適切かつ効果的な内容となってい
るか。

【提案２】関係機関との連携は適切かつ効果的、具体
的な内容となっているか。

【提案７】課題・問題発見能力があるか、またそれに
対する処理能力は見込めるか。

【提案８】就職につなげる支援方法は適切かつ効果的
な内容となっているか。

○審査は５段階評価において行い、５段階評価に係数を掛けたものを点数とします。
　（５　非常に優れている　　４　優れている　　３　普通　　２　劣っている　　１　非常に劣っている）

○経費見積は予定価格に対する見積金額の割合で審査を行います。
　 ６点（98%＜見積金額≦100%）     ７点（96%＜見積金額≦98%）     ８点（94%＜見積金額≦96%）      ９点（92%＜見積金額≦94%）     １０点（見積金額≦92%)

○提案者が２者以上ある場合は、各審査員による合計点が、満点の６割以上の者のうち最も高い点を獲得した者を契約候補者として選定します。

○提案者が１者の場合は、各審査員による合計点が、満点の６割以上で、かつ審査員の合議により認められた者を契約候補者として選定します。

若年就職困難者職場実習等サポート事業　公募型プロポーザル審査基準

審　　　　　　査　　　　　　基　　　　　　準

現状の課題や事業目的及び事業内容に対して知識・
理解が十分にあるか。また事業に対する創意工夫や
事業への意欲が見込めるか。

業務遂行能力等

業務執行体制や行程が明確に示されており、業務の
完遂が見込めるか。
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